
  

 

 

 

 

 
バングラデシュ南部避難民保健医療支援  
避難民キャンプで生きる若者の苦悩と心理社会的支援 

 
元気にサッカーを楽しむ子どもの姿は避難民キャンプの中でも目にすることができる©日本赤十字社 

2022年 12月、世界がサッカーワールドカップに沸きました。バングラデシュでもサ

ッカー人気は高く、アルゼンチン、ブラジル、ドイツ、フランス、日本など自分が応援

する国のゴールが決まると、夜中であろうと構わず大きな歓声と爆竹音やラッパが鳴り

響きました。 

バングラデシュのコックスバザール県南部にある避難民キャンプにも、同じようにワ

ールドカップを楽しんだ若者たちがいます。その一人であるアヤスさん（26歳）は、キ

ャンプ 13 でバングラデシュ赤新月社（以下バ赤）の心理社会的支援ボランティアとし

て活動しています。 

 

■ 避難民ボランティア・アヤスさんとサッカー 
アヤスさんは、ミャンマーでは村の

サッカーチームで活躍し、周りからの

期待も大きかったそうです。しかしミ

ャンマーで迫害を受け、サッカーをす

ることを禁じられてしまいました。

2017年８月の武力衝突により命に危険

を感じ、ラカイン州から家族とともに

必死の思いで逃げて避難民キャンプに

たどり着きました。「今また、サッカー

が出来るようになりバングラデシュに

は感謝している、サッカーができるよ

うになってとても嬉しい」と話します。 
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ワールドカップの結果について 

熱心に語るアヤスさん©日本赤十字社 
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人びとがひしめき合って住んでいる避難民キャンプでは、サッカーが出来るような

場所は限られています。また、たとえ避難民キャンプ内であってもほかの区域への移動

や就労することもままならず、病院を受診するほかは、避難民キャンプの外に出ること

が制限されています。 

 

小さな仮設の住居が延々と続く避難民キャンプの様子©日本赤十字社 

そんな状況で避難民キャンプの中で月に数回行われる試合はとても貴重な時間だと

アヤスさんは言います。サッカーの試合で自分の活躍が話題となり少しは有名となった

が、現状に満足したくない、もっと練習したい、と話してくれました。 

 

■制約や治安の問題にさらされるキャンプでの生活 

バングラデシュ政府は 2021 年 11 月から、6年生～9 年生（11 歳から 14歳）までの

子どもが、ミャンマーと同じカリキュラムで勉強することを認め、その下の学年の教育

も徐々に開始されています。一方、高校生や大学生にあたる若者の学習機会はまだ提供

されておらず、海外への留学のチャンスも当然ありません。ミャンマーでは学生だった

アヤスさんも、バングラデシュに避難してから勉強を続ける機会を失いました。アヤス

さんは自由に勉強したい、とつぶやきます。 

避難民キャンプの中の治安を守るため、警察は駐在していますが、子どもを誘拐や人

身売買の被害から守るため、避難民コミュニティで安全対策を行っています。限られた

キャンプ内での厳しい環境で、フラストレーションは溜まる一方です。 

避難民キャンプでの生活や医療は、たくさんの支援により向上してきました。その一

方で故郷に帰ることが出来ず、将来の見通しが立たない今、避難民の心には不安や悩み

が大きく重くのしかかっています。避難当時少年だった若者が今は結婚し、たくさんの

子どもが産まれて成長しています。子どもの将来はどうなってしまうのだろうと、大人

たちは考えると夜も眠れない、といった声がアヤスさんたちコミュニティボランティア

の活動から浮きぼりになっています。 

 

■避難民を精神面で支えるボランティアの存在 

アヤスさんは 2018年３月にコミュニティボランティアになりました。キャンプの人

たちを助けたい、人の役に立ちたいと考えたそうです。活動開始当初は、キャンプ 19で

家庭訪問を行い手洗いの指導を行なったり、困ったことなど話を聞き、頼りにされる活

動にとてもやりがいを感じていたそうです。 



2022 年に入ってキャンプ内の

制限が強まり、避難民自身の住ん

でいる区域以外でのボランティ

ア活動が出来なくなりました。ア

ヤスさんは 2022 年３月に自身が

住んでいるキャンプ 13 で行われ

ている心理社会的支援のコミュ

ニティボランティアに役割を変

更しました。コミュニティセーフ

スペース（CSS）と呼ばれる集会

所を中心とした活動ですが、遠い

家へも訪ねていき、人びとの話を

じっくり聴いて、バ赤などの支援

団体に住民の声を届けています。

地域住民からは「相談する人がい

なくて誰にも話せなかったので、

話を聴いてもらえて本当に嬉し

い」との声も聞かれます。 

アヤスさんは「自分が話を聴くことで相手を落ち着かせ、相手が安心して話ができた

ことで本人の気持ちが軽くなり、明るくなってくれた時が一番嬉しい」といいます。こ

のような関わりは、サイコロジカルファーストエイド（PFA：心理的応急処置）と呼ば

れ、研修を受けたアヤスさんのようなボランティアが周囲の人たちに必要な精神的な支

えを提供することができます。 

 

■人びとに寄り添う心理社会的支援 

アヤスさんは避難民の子どもが行方不明になり、人身売買の被害にあっていること

に触れ「できることなら自分が子どもたちを守りたい」と強い口調で話しました。アヤ

スさんが活動する CSSは、地域の人びとがいつでも利用できる場所です。集まった人び

とは、人とのつながりやきずなを深めていきます。 

優しくあいさつしながら、毎日子どもたちが 

どんな気持ちか確かめます。©日本赤十字社 

家より広いコミュニティセーフスペースでのびのびと振る舞う子どもたち©日本赤十字社 



CSSでは子供から大人までの個人やグループを対象とした活動を行っています。グル

ープ活動は、幼児、学童期～思春期（女・男別）、成人（女・男別） の年齢に応じた支

援が行われています。子どもたちは、ブロック遊びや工作、絵画、裁縫などを通じ創造

性や自己肯定感を育みます。また、自己認識力やストレス対処法、問題解決能力、対人

関係スキル、効果的なコミュニケーション能力の向上、困難な状況に対応する力といっ

たライフスキルのほかに簡単な英語やミャンマー語を学ぶことができます。 

 

アヤスさんは「僕は死ぬまで

勉強を続けたいと思っている、

ミャンマーでもいろいろ勉強

したかったけれど、制限があっ

て大学に行くことができなか

った。 

英語は勉強できるところを

見つけて勉強した。今は専門技

術を勉強して、コミュニティで

子どもたちを教えたいけれど、

その専門的知識を学ぶ機会が

ない。キャンプの子どもたち

は、教育を受けて立派な人にな

りたいと言っている。僕はこの

子どもたちを支援したいと思っ

ています」と話してくれました。 

 

■避難民への継続した支援をお願いします 

苦しい状況にありながらも、アヤスさんのようなボランティアの前向きで純粋な気持

ちがキャンプの子どもたちへ届くことを願い、日赤は子どもや大人たちが問題や困難に

立ち向かい生きる力を強くする彼らの心理社会的活動を支援していきます。 

今後とも皆様からの温かいご支援とご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

＊国際赤十字では、政治的・民族的背景および避難されている方々の多様性に配慮し、『ロヒン

ギャ』という表現を使用しないこととしています。  

メールマガジン『赤十字国際ニュース』 

 赤十字が世界中で行っている人道支援活動の最前線と、 

それをとりまく最新ニュースをメールでお届けします。 

 メールマガジンへの登録は、左の画像をクリックして 

いただくか、QRコードを読み込んでいただいた先の登録 

フォームからお願いいたします。 

勉強熱心な子どもたちは、日赤要員に 

英語で話しかけてきます©日本赤十字社 

https://ek21.asp.cuenote.jp/mypage/regist/TbRbbRRgT33TRbYgn&linksource=pdf

